
　

JA広報

　８月１５日、道の駅えびので納涼夏祭りを行いました。
　天気にも恵まれ会場はたくさんの来場者で賑わいました。コーラの早飲み競争では、炭
酸に苦戦する子どもたちに家族からの応援が加わり、白熱した争いに会場は盛り上がりま
した。
　詳細は２ページをご覧ください。
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（2）令和５年９月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

８
月
15
日
、
道
の
駅
え
び
の
の
イ
ベ

ン
ト
広
場
で
４
年
ぶ
り
に
納
涼
夏
祭
り

を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、
組
合

員
や
地
域
住
民
の
方
々
と
交
流
を
深
め

よ
う
と
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
会
場

は
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

小
吹
敏
博
組
合
長
が
「
多
く
の
方
々

に
来
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
た

く
さ
ん
の
催
し
物
が
あ
る
の
で
最
後
ま

で
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
来
場
者
に
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
夏
祭
り
開
始
時

間
前
の
５
時
30
分
に
な
る
と
、
先
着

４
０
０
人
に
抽
選
会
用
の
券
と
限
定

２
０
０
パ
ッ
ク
の
お
に
ぎ
り
を
配
布
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
は
、
部
員
自
ら
が
生
産
し

た
豚
と
ピ
ー
マ
ン
を
材
料
に
し
た
や
き

そ
ば
を
販
売
し
た
ほ
か
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
や
か
き
氷
、
ビ
ー
ル
等
も
出

店
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
、
ち
ゃ

ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
と
し
て
ち
ゃ
ぐ
り
ん

の
無
料
配
布
、
ス
ラ
イ
ム
作
り
な
ど
を

行
っ
た
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
フ
ラ
ダ

ン
ス
教
室
や
歌
謡
踊
り
教
室
な
ど
５

チ
ー
ム
が
踊
り
を
披
露
し
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
コ
ー
ラ

の
早
飲
み
大
会
を
行
っ
た
ほ
か
、「
み
や

ざ
き
犬
」
に
よ
る
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
と

飴
ま
き
、
み
な
み
え
び
の
保
育
園
の
園

児
に
よ
る
田
の
神
さ
ぁ
踊
り
や
日
章
学

園
の
屋
田
校
長
先
生
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
宮
崎
県
出
身
の
浜
崎
奈
津
子

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
、
お
楽
し
み

抽
選
会
な
ど
多
彩
な
催
し
を
行
い
ま
し

た
。
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部
員
ら
は
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ナ
ン
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で
来
場
者

の
皆
さ
ん
と
交
流

みなみえびの保育園の園児ら
マジックショーに女性部の

佐々木さんがお手伝い

みやざき犬
ひぃくん、

むぅちゃん、
かぁくんが飴まき

お揃いの衣装でダンス

わっしょい



（3） 第５４５号 JA広報

ねぇあそぼ　そのひとことが　うれしいな

　

８
月
17
日
、
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
年
金
友

の
会
は
、
球
磨
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で

第
８
回
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
年
金
友
の
会
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
き
、
会
員
51
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
12
方
式
で
競
技
を
行

い
、
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
員
の

皆
さ
ん
は
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
親
睦
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
の
成
績
上
位
10
人
は
、

11
月
７
日
に
宮
崎
市
で
開
催
す
る
県
大

会
に
出
場
し
ま
す
。
今
大
会
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

年
金
友
の
会　
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
年
金
友
の
会

順
位

名　
　

前

ネ
ッ
ト

優
勝

鶴 

内　

浩 

俊

71
・
6

２
位

大 

門　

健 

二

72
・
0

３
位

尾 

山　

實 

文

72
・
2

４
位

新
屋
敷　
　

久

72
・
8

５
位

山 

岡　

義 

春

73
・
2

６
位

梅 

北　
　

 

悟

73
・
4

７
位

前

田

昭

義

73
・
6

８
位

奥

松

誠

也

73
・
6

９
位

坂　

本　

健
一
郎

74
・
０

10
位

武

元

恵

志

74
・
０

家畜の無病息災を祈願
伝統の牛越祭

　７月 28 日、西川北の菅原神
社で牛越祭が開かれました。こ
の祭りは、牛に高さ 55㎝、長
さ４ｍの丸太を飛び越えさせ
て五穀豊穣と家畜の無病息災
を祈るもので、約４５０年続
いている伝統行事です。丸太
飛びに挑戦し、成功のたびに
会場からは歓声が上がりまし
た。

交通安全協会に寄贈

　ＪＡ共済は、地域貢献活動の
一環として、自動車による交通
事故発生防止に向けた交通安全
教室の実施ならびに自転車用ヘ
ルメット着用の普及を目的とし
て、交通安全教室用ヘルメット
８個、交通安全啓発ポケット
ティッシュ１万個を８月１７日、
えびの地区交通安全協会へ寄贈
いたしました。
　今後も引き続き、地域の皆さ
まの交通事故未然防止活動に積
極的に取り組んでまいります。

ＪＡ栗部会
目揃え会を開催

　８月１８日、ＪＡ杉水流ライ
スセンターで栗の目揃え会を行
いました。
　目揃え会では、指導員による
収穫時・出荷時の注意点や市況
の報告のほか、契約出荷先であ
る中利缶詰から製菓業者の栗の
受入れ状況についての説明があ
りました。
　栗の出荷は目揃え会から本格
的に始まり、10 月上旬頃まで
続く予定です。



（4）令和５年９月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

８
月
10
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
宮
崎
県
農

民
連
盟
え
び
の
支
部
の
代
議
員
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
活
動
報
告
・
収
支
決
算
、

令
和
５
年
度
活
動
方
針
・
収
支
予
算
、

負
担
金
の
額
な
ら
び
に
徴
収
方
法
に
つ

い
て
の
３
議
案
を
原
案
通
り
承
認
し
ま

し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
基
本
方
針
は
次
の
と

お
り
で
す
。

活
動
基
本
方
針

１
．
燃
油
・
肥
料
・
飼
料
等
の
高
騰
対

策
と
盟
友
の
所
得
増
大
、
地
域
活
性

化
の
実
効
の
た
め
、
現
場
の
意
見
・

要
望
を
積
み
上
げ
、
本
県
の
実
態
を

ふ
ま
え
な
が
ら
国
や
県
に
対
し
強
力

な
運
動
を
展
開
す
る
。

２
．
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
の
見
直

し
に
関
し
、
本
県
の
持
続
可
能
な
農

業
を
目
指
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、

現
場
の
声
が
反
映
さ
れ
る
活
動
を
行

う
。

３
．
盟
友
や
農
民
連
盟
事
務
局
へ
の
農

政
運
動
・
選
挙
活
動
の
学
習
を
通
じ
、

農
民
連
盟
の
意
志
結
集
と
結
束
を
図

る
た
め
、
組
織
活
動
の
充
実
・
強
化

を
図
る
。

４
．
農
民
連
盟
が
推
薦
し
た
県
選
出
国

会
議
員
や
県
議
会
議
員
等
と
の
意
見

交
換
を
は
じ
め
、
国
政
・
県
政
に
対

す
る
要
望
実
現
の
た
め
、
政
策
提
案

や
要
請
・
要
望
活
動
の
強
化
を
図
る
。

５
．
消
費
者
を
は
じ
め
県
民
へ
の

食
料
・
農
業
・
Ｊ
Ａ
の
理
解
促
進
、

「
国
消
国
産
」
の
理
解
醸
成
の
た
め
、

広
報
活
動
の
強
化
を
図
る
。

重
点
活
動

１
．
食
料
・
農
業
・
地
域
政
策
等
の
基

本
農
政
の
確
立
を
め
ざ
す
運
動

・
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
活
動

・
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直

し
に
向
け
た
対
応

・
予
算
・
税
制
等

２
．
品
目
別
等
対
策
へ
の
対
応

・
水
田
・
畑
作
農
業
対
策

・
畜
産
・
酪
農
対
策

・
青
果
対
策

・
自
然
災
害
・
農
畜
産
物
病
害
虫
対
策

等
３
．
農
政
に
対
す
る
盟
友
の
意
思
反

映
の
取
組
み
（
支
部
活
動
の
充
実
・

強
化
と
支
援
）
と
盟
友
を
は
じ
め
県

民
・
消
費
者
へ
の
理
解
醸
成
等
広
報

活
動
の
強
化

・
支
部
活
動
の
充
実
・
強
化

・
要
請
・
要
望
等
の
積
み
上
げ

・
農
政
運
動
等
へ
の
理
解
促
進

・
広
報
活
動
の
強
化

現
場
の
意
見
要
望
を
積
上
げ

農
政
運
動
を
展
開
し
よ
う

令和５年度収支予算書
自：令和５年4月  1日
至：令和６年3月 31日

［収入の部］　　　　　　　　　　（単位：円）
項　　　目 前年度予算額 本年度予算額

前 年 度 繰 越 金 4,187,336 4,107,750
負 担 金 2,065,000 2,054,000
助 成 金 230,000 230,000
雑 収 入 25 25
合 計 6,482,361 6,391,775

［支出の部］　　　　　　　　　　（単位：円）
項　　　目 前年度予算額 本年度予算額

大 会 費 2,000,000 2,000,000
組 織 対 策 費 1,200,000 1,200,000
農政対策負担金 498,880 520,880
会 議 費 100,000 100,000
印刷・消耗品費 100,000 100,000
雑 費 50,000 50,000
予 備 費 2,533,481 2,420,895
合 計 6,482,361 6,391,775

令和４年度収支決算書
自：令和４年4月  1日
至：令和５年3月 31日

［収入の部］　　　　　　　　　　（単位：円）
項　　　目 予　算　額 決　算　額

前 年 度 繰 越 金 4,187,336 4,187,336
負 担 金 2,065,000 2,054,000
助 成 金 230,000 170,000
雑 収 入 25 30
合 計 6,482,361 6,411,366

［支出の部］　　　　　　　　　　（単位：円）
項　　　目 予　算　額 決　算　額

大 会 費 2,000,000 707,568
組 織 対 策 費 1,200,000 1,018,952
農政対策負担金 498,880 498,880
会 議 費 100,000 480,000
印刷・消耗品費 100,000 30,216
雑 費 50,000 0
予 備 費 2,533,481 0
合 計 6,482,361 2,303,616

収入6,411,366－ 支出2,303,616＝次年度へ4,107,750

財 産 目 録
資　　　産 4,107,750 普通貯金
負　　　債 0
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

当日ご来場できない方は「きこえ」に詳しい専門スタッフが
ご自宅までお伺いします。

10月13日（金）

10月開催のお知らせ
きこえの相談会

9時30分～13時

第14回ＪＡえびの市農協長杯
ゴルフ大会のご案内

◆ お申し込み・お問い合わせ先 ◆
本店 生活課（辻）　℡３３－5743

道の駅えびのよりお知らせ
　毎月第３火曜日を休館日とさせていただいてい
ますが、９月は第４火曜日に変更させていただき
ます。

９月の休業日
９月２６日（火曜日）

第３火曜日９月１９日は通常営業いたします。

ＭＣ
農繁期中の休日営業日

農繁期対応のため、

休まず営業いたします。
ぜひご利用ください。

上記の期間外は
通常通り土曜日営業・日曜日休業です。

相続無料相談会のお知らせ
　農地や貯金の相続でお悩みの方のご相談をお待
ちしております。事前に電話でお問い合わせの上
お越しください。

開催日　９月２７日（水曜日）
場　　所 時　　間
飯 野 支 店 午前10時30分～午前11時30分
加久藤支店 午後１時～午後2時
真 幸 支 店 午後2時30分～午後3時30分
お問い合わせ先　審査課　TEL３３−３１０７

JAからのお知らせ

ＭＣ（農機自動車修理整備センター）は
９月３０日（土）から

１０月２９日（日）まで

●開催日　令和５年１１月１１日㈯
●場　所　球磨カントリー倶楽部
●申込方法

４人１組でチーム編成し、JA本店 
生活課へ「参加申込書」を提出く
ださい。

●申込締切
　令和５年１０月２０日㈮厳守
※日中時間が短いため、先着７０組まで

受付いたします。
※参加募集対象者は、当JAの組合員の方、

えびの市在中の方、また、当JAの関係団
体、取引先の　方々とさせて頂きます。

※参加申込書は、本店・各支店の窓口に
あります。



（6）令和５年９月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

◆お問い合わせ◆　生活課　33－5743　生活館 夢工房　35－1810

材料（2人分）
作り方

①食べやすい大きさに切ったシメジ、生シイタケ、マッシュ
ルームを炒める。

②①に卵、パルメザンチーズ、生クリーム、塩、こしょうをボ
ウルに入れて混ぜ、卵液を作る。フライパンにオリーブ油を
入れて卵液を流し入れ、フォークでかき混ぜながら焼く。

③②にミニトマト、ルッコラをあしらう。

チーズと生クリームでリ
ッチな味わいに

キノコのチーズオムレツ

出典●Jミルクウェブサイト「ミルクレシピ」

シメジ………………1/2パック
生シイタケ…………………4枚
マッシュルーム……………5個
卵……………………………4個
パルメザンチーズ……大さじ3
生クリーム………………50ml
塩、こしょう ………… 各少々
オリーブ油……………大さじ2
ミニトマト、ルッコラ … 適量

納涼夏祭り
お
色
気
満
点
に
ん
じ
ん

◎ちょっと

○
ま る

○
ま る

なはなしほおずき通信
（JA 女性部通信）

　８月１５日、納涼夏祭りが４年ぶりに盛大に行なわれ、JA女性部では工作
（スライム作り）とゲーム（お菓子釣り）を行い、みなさん楽しまれていました。
　ステージでは各踊り教室の皆さんが日頃の練習成果を発表しました。
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「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

　

８
月
１
日
か
ら
総
代
に
就
任

さ
れ
た
５
０
０
人
の
皆
さ
ま
で

す
。
◎
印
は
、
総
代
代
表
で
す
。

（
敬
称
略
）

任
期 

自 

令
和
５
年
８
月
１
日

　
　

 

至 

令
和
８
年
７
月
31
日

堀
浦

◎
吉　

岡　

和　

幸

　

川　

野　

清　

重

　

松　

元　

重　

志

　

川　

野　

和　

成

　

入　

佐　

フ
ジ
子

　

入　

佐　

マ
サ
子

　

入　

佐　

文　

男

　

川　

野　

信　

夫

　

黒　

木　

仲　

夫
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明

　

山　
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雄
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大
河
平

◎
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岡　
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朗
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治
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秀
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孝　

明
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幸
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明
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成
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夫

　

栗　

屋　
　
　

稔

　

春　

口　
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正
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大
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大　
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美
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益　

男

　

上　
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忠　

男

　

九　
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行

　

四　

元　
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一
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二

　

拂　
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一
郎
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建　

蔵

　

山　

田　
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美

　

緒　

方　

岩　

男

　

川　

田　

幸　

雄

　

新
久
保　
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幸
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田　

米　

造

　

勘　

場　
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鳥　

集　

和　

夫

　

菖　

蒲　

義　

憲

　

新
久
保　

一　

夫
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田　
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弘

杉
水
流

◎
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彦

　

宮　
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岩　
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﨑　
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雄

　

宮
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治
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一
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日
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◎
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利
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志
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井　
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光

　

田
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畑　
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和

東
原
田

◎
大
平
落　
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憲
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目
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夫
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村　
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一
郎
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雄

　

二　

宮　
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夫
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信
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田　

幸　

雄

　

濱　

田　
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男

　

新
久
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男

　

柊　
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雄

　

下
別
府　
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則
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靖　

夫

　

長　

倉　

祐　

一
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原　

幸　

夫

　

原　

田　

文　

吾

　

宮　

﨑　

一　

治

　

福　

元　

義　

昭

町◎
福　

重　

安　

美

坂
元

◎
中
馬
越　

正　

廣

　

坂　

下　

繁　

信

　

出　

口　
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久

　

新
屋
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宏

　

草　

木　
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憲

　

坂　

元　
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彦
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立　

善　

則

　

松　
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伯
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畑

◎
櫛　

山　

仲　

男

　

鎌　

田　

実　

春

　

上
水
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順　

一

　

梅　

木　

美
代
子

　

梅　

木　

末　

利

　

加　

藤　

寄　

正
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藤　

正　

博
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村　

正　
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ト
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長
友　
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人
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ワ
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田　

貴
也
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田

◎
川　
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篤　

男

　

久
保
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晃
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日
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政
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治
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男
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昭
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天
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勝
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吾
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田
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誠
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正　

己

　

堀　
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正
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弘
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正
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徳
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内
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和　
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秀
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◎
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田　
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一
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義　

文
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中　

親　

徳
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満　
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夫
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男

　

杉
水
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憲

　

永　
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秋
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池
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原　

不
可
止

　

井
手
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。
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志
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牟
禮　
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朗

　

荒　

木　

正　

一

上
上
江

◎
堀　
　
　

紘
一
郎

　

徳　

實　

芳　

信

　

吉　

留　

和　

也

　

下
馬
場　

芳　

和

　

堀　
　
　

辰　

也

　

西　

田　
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明

　

吉　

留　
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人

　

大
木
場　

徳　

雄
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原　

良　

則
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修　
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駅
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史
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田　
　
　

誠

上
原
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◎
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和　

明
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徳
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男
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大
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造
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洋
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勉

　

大
木
場　

利　

明

　

福　

留　
　
　

修
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利　

治

　

吉　

留　
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大　
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松　
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廣
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木　

和　
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留　

幸　

雄

　

有　

村　
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郎

　

今　

村　
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田
代

◎
鶴　

内　
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俊
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時　

政
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田　
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行

　

前　

原　
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明
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幸
太
郎
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江　
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樹
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口　

一　

則
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原　
　
　

明

　

加　

藤　

信　

男
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野　

一　

雄

　

永　

田　

敬
一
郎

　

永　

田　

幸　

男

出
水

◎
新
出
水　

寛　

人
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田　
　
　

孝

　

増　

田　
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造

　

新
出
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造

　

駮　
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豊

　

駮　

丸　
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彦
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信　

孝

　

岡　

原　
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己
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永

◎
蕨　

内　

芳　

信

　

蕨　

内　

次　

夫

　

新　

原　

正　

次

　

吉　

村　

昌　

二

　

蕨　

内　

智　

之

　

上　

園　

和　

敏

　

本　

石　

伍　

雄

　

谷　

口　

信　

男

　

永　

前　

智　

和

　

谷　

口　

行　

雄

白
鳥

◎
月
野
木　

修　

次

　

谷　

口　

信　

也

　

橋　

口　

三　

郎

　

島　

木　
　
　

隼

　

小　

野　

恵　

一

　

緒　

方　

昭　

造

　

本　

𠮷　

豊　

美

　

宮　

原　

博　

盛

　

古　

川　

利　

男

　

境　

松　

國　

治

　

奥　

松　

良
志
久

　

大　

橋　

賢　

一

　

萩　

原　

孝　

志

　

市　

原　

徳　

康

松
原

◎
木　

村　
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二

　

萩　

原　

卓　

郎
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美
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介
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郎
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義

　

絵　
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利　

明

　

赤　
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村　
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西
郷
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敏　

朗
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茂　

美

　

堂　

園　

範　

幸
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志

　

宮　

下　

利　

治
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篤　
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入　

佐　

正　

信

　

山　

下　

光　

朗

　

宝　

徳　

勝　

文

亀
沢

◎
池　

嶋　

敏　

信

　

下　

野　

次　

男

　

上　

野　

幸　

治

　

黒　

肬　

芳　

次

柳
水
流

◎
西　

田　

時　

治

　

前　

田　

講　

八

　

田　

邉　

宗　

廣

　

木　

村　

哲　

也

　

竹　

畑　

宏　

一

　

福　

元　

辰　

也

下
浦

◎
髙
牟
禮　

宏　

邦

　

福　

永　

秀　

則

　

亀　

園　
　
　

渉

　

今　

園　

秀　

信

中
浦

◎
山　

野　

正　

浩

　

時　

吉　

初　

夫

　

溝　

添　

昭　

男

　

上　

村　

一　

弘

　

溝　

添　

昭　

廣

　

溝　

添　

太　

一

　

原　

正　
　
　

秀

　

中　

原　

春　

男

　

岩　

本　
　
　

守

　

岩　

本　

達　

也

　

溝　

添　

芳　

輝

　

山　

野　

忠　

士

上
浦

◎
日　

髙　

英　

明

　

北
別
府　

翔　

平

　

中　

村　

和　

文

　

澤　

原　

勝　

昭

　

坂　

下　

明　

男

　

坂　

山　

教　

文

　

坂　

山　

辰　

義

　

岩　

田　

多
美
恵

　

池
牟
禮　

忠　

記

　

宮　

路　

博　

臣

　

田　

口　

宏　

明

　

稲　

田　

万　

智

　

新　

福　

紀　

夫

　

日　

髙　

利　

秋

京
町

◎
有
限
会
社
立
山
畜
産

　

代
表
取
締
役　

立
山　

年
秋

　

田　

方　

英　

信

　

西　

田　

清　

人

　

安　

田　

輝　

雄

　

今　

田　

秀　

喜

上
向
江

◎
椿　

山　

清　

文

　

福　

元　
　
　

修

上
島
内

◎
園　

田　

秀　

政

　

相　

馬　

善　

弘

　

深　

草　

純　

一

　

山　

本　

幸　

洋

　

川　

越　

政　

男

　

内　

山　
　
　

博

　

白　

坂　

勝　

弘

　

西　

田　

安　

雄

下
島
内

◎
上　

井　

正　

秀

　

冨　

満　

輝　

久

　

金　

田　

和　

久

　

前　

園　

廣　

吉

　

中　

津　

一　

之

　

土　

器　

三
紀
夫

　

山　

本　

勇
一
郎

　

今
別
府　
　
　

修

　

矢　

野　

清　

秀

　

小　

園　

武　

男

　

坊
屋
敷　

雄　

次

水
流

◎
鬼　

塚　

福　

則

　

小
牟
田　

幸　

治

　

米　

永　

国　

義

　

竹　

中　

幸　

義

　

川　

俣　

季　

徳

南
昌
明
寺

◎
宮　

園　

良　

春

　

大　

辻　

敬
一
郎

　

松　

村　
　
　

勇

　

野　

田　

幸　

一

　

宮　

園　
　
　

馨

　

木　

村　

政　

一

　

松　

下　

信　

晴

北
昌
明
寺

◎
菱　

刈　

昭　

悟

　

内　

村　

省　

吾

　

織　

田　

照　

子

東
内
竪

◎
今　

村　

安　

広

　

本　

村　

正　

博

　

高　

嶋　
　
　

馨

　

押
領
司　

良　

治

　

西　

田　

昭　

利

中
内
竪

◎
森　

永　

時　

紀

　

福　

田　

幸　

春

　

福　

元　

俊　

二

西
内
竪

◎
川　

俣　

雄　

二

　

嶋　

名　

義　

行

溝
之
口

◎
田　

中　

俊　

廣

　

吉　

岡　

富　

子

北
岡
松

◎
岡　

田　

佐　

月

　

岡　

田　

孝　

一

　

山　

岡　

義　

春

　

市　

田　

広　

美

　

下　

原　

逸　

男

　

原　

山　
　
　

勇

南
岡
松

◎
小　

東　

道　

男

　

境　

田　

和　

紘

　

山　

王　

義　

文

　

郡　

元　

道　

男

　

尾　

園　
　
　

実

　

永　

倉　

伸　

治

　

上　

野　

常　

盛

　

田　

方　

英　

文

　

仮　

屋　

勝　

美

西
川
北

◎
岡　

園　

幸　

浩

　

松　

田　
　
　

香

　

森　

田　

誠　

一

　

宮　

原　

博　

幸

　

山　

下　

和　

浩

　

竹　

下　

俊　

廣

　

四　

元　

政　

弘

　

津　

留　
　
　

聡

　

津　

留　
　
　

博

　

下
原
田　
　
　

裕

　

押　

川　

国　

智

　

杉　

元　

豊　

年

　

杉　

元　

豊　

和

　

境　

田　

不
可
止

第　
３　
区
（
真　
幸
）



（10）令和５年９月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
８
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

８
月
22
日
～
24
日
ま
で
の
３
日
間
、
西
諸

畜
連
で
、
８
月
期
子
牛
セ
リ
市
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
成
績
は
表
の
通
り
で
す
。

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
解
約
や
値
引

き
等
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
飼
養
管
理
に
は

充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
子
牛
生
産
検
査

以
降
に
発
生
し
た
ケ
ガ
や
尿
石
等
の
事
故
、

そ
の
他
小
さ
な
こ
と
で
も
気
付
い
た
点
は
、

担
当
者
に
相
談
す
る
か
、
ま
た
は
セ
リ
市
上

場
時
に
必
ず
発
表
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

去
勢
子
牛
で
発
育
の
良
い
も
の
は
早
期
出

荷
を
行
い
、
飼
育
費
の
削
減
を
図
り
所
得
の

向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
雌
子
牛
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
に
品
評
会
に
出
品
し
、
付
加

価
値
の
高
い
優
良
素
牛
生
産
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　

各
種
導
入
事
業
の
有
効
活
用
を
図
り
優
良

雌
子
牛
を
導
入
し
、
母
牛
の
増
頭
、
更
新
を

積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
詳
し
い
こ
と
は

畜
産
課
（
３
３

−

５
７
４
７
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
８
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

８
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
、
８

月
期
子
牛
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
成
績

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
下
見

を
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
畜
産
課
（
３
３

−

５
７
４
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

☆
８
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

８
月
16
日
、
西
諸
畜
連
で
郡
子
牛
品
評
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内
か
ら
５
頭
が
出
品
さ

れ
、
成
績
は
別
表
の
通
り
で
す
。

営
農
情
報

令和５年８月期子牛セリ市結果

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内

今回(５年８月) 前回(５年７月) 前年(４年８月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 98 470,564 107 453,036 17,528 82 552,991 △82,427

去勢 110 594,620 138 548,095 46,525 101 695,973 △101,353

計 208 536,171 245 506,579 29,592 183 631,905 △95,734

令和５年８月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞５等 し ん ひ め 新天寺　　　傳

優等賞７等 ゆ あ 中 村 友 哉

壱等賞 やまひめの１ 山之口　政　人

弐等賞 く ろ ひ め 黒 川 俊 一

〃 わ か ば ３ 茂　木　菜々美
※壱等賞と弐等賞は、序列は付けてありません

令和５年８月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 し ん ひ め 新天寺　　　傳

壱等賞１席 ゆ あ 中 村 友 哉

壱等賞 く ろ ひ め 黒 川 俊 一

〃 わ か ば ３ 茂　木　菜々美

〃 やまひめの１ 山之口　政　人

弐等賞 ゆ り こ 大 竹 勝 美

〃 し ず く 森 田 誠 一
※壱等賞・弐等賞は、序列は付けてありません

◎
畜
産
関
係
◎



（11） 第５４５号 JA広報

あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく

分娩難産時の対応について
１．難産を判断するポイント
　　（１）陣痛開始から４時間以上たっても陣痛が強くならない場合
　　（２）陣痛が強くなってから２時間以上経過しても胎胞（第１破水）が見えない場合
　　（３）第１破水から２時間経過しても足胞（第２破水）が現れない場合
　　（４）前肢が現れても鼻端がみえない場合
　　（５）肢が１本しかみえない場合
　　（６）前肢がみえないのに鼻端や頭部が出てきた場合
　　（７）爪の底面が下を向いている場合

２．胎児の体勢確認
　強い陣痛が始まって２時間程度経過しても分娩が進まない場合や、破水しても胎児が出てこない
場合は、子宮内に手を入れて胎児の体勢を確認する必要があります。両前肢と頭を確認できない場
合や、それ以外のものを確認した場合は、胎児の奇形や異常姿勢あるいは双子の可能性が考えられ
ます。
　子宮内に手を入れる際は必ず消毒を行いましょう。

３．異常姿勢
　通常、胎児は正常頭位という姿勢で生まれてきますが、その他の異常姿勢をとることがあります。
異常姿勢の場合には必ず獣医師の診療を依頼しましょう。

４．その他の注意点
　また、通常は胎膜が破れて子牛が生まれてきますが、時々胎膜に覆われたままで子牛が出産され
ることがあります。この場合、ただちにその胎膜を破らなければ子牛が窒息死してしまいます。産
道に対する胎児の過大や陣痛微弱、子牛の異常姿勢などの場合には牽引などの助産が必須となります。

神田さんの枝肉が 1席を獲得
　ＪＡは８月３日、令和５年度ＪＡ主催夏季肉牛枝肉共励会を（株）ミヤチク高崎工場で開きました。
市内の肥育農家ら８人が去勢２３頭、雌１頭を出品し、神田譲市さんの枝肉が１席に選ばれました。
　全体では、上物率１００％で、平均枝肉重量５３６. ６㎏、平均単価は㎏あたり２，５２７円で取引
されました。

産者
（敬称略）

性別
血統 生年月

日
体重
(㎏)

枝肉
重量(㎏)

等級
Ｂ
Ｍ
Ｓ

入賞
区分父 母の父 母の祖父

神 田 譲 市 去勢 満天白清 耕 富 士 義 美 福 R3.2.10 851 560.7 A5 12 １席

吉 留 　 弘 去勢 満天白清 勝 平 正 福 之 国 R3.4.21 858 557.8 A5 12 ２席

宮 原 智 憲 去勢 耕 富 士 美 穂 国 勝 平 正 R3.4.11 878 563.1 A5 12 ３席



（12）令和５年９月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

営◎
農
薬
混
合
の
手
順

（
次
の
順
番
で
混
用
す
る
）

　

水
→
展
着
剤
→
液
剤
・
乳
剤
→
水
溶
剤
・

　

水
和
剤
→
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
→
液
肥

☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

◎
定
植
前
の
ハ
ダ
ニ
・
う
ど
ん
こ
病
防
除

の
徹
底

◎
花
芽
検
鏡
確
認
後
、
定
植
！

◎
定
植
～
開
花
ま
で
の
病
害
虫
防
除
の
徹

　

底
花
芽
検
鏡

・
品
種
ご
と
新
葉
の
大
と
小
（
大
苗
・
中

苗
・
小
苗
）
の
３
本
は
必
ず
確
認
す
る
。

　
　

２
分
割
期
以
降
で
あ
れ
ば
追
肥
（
Ｏ

Ｋ
Ｆ

−

１　
　

１
０
０
０
倍
灌
注
）

苗
の
管
理

・
育
苗
の
摘
葉
回
数
が
多
い
ほ
ど
、
ク
ラ

ウ
ン
は
太
り
が
っ
ち
り
し
た
苗
が
育
成

で
き
る
。
し
か
し
、
最
終
の
葉
か
ぎ
は

定
植
20
日
前
ま
で
と
す
る
。
（
ク
ラ
ウ

ン
径
は
、
８
～
10
㎜
目
標
）

定
植
・
労
力
軽
減

・
定
植
～
開
花
の
約
１
ヶ
月
間
の
管
理
に

よ
っ
て
収
量
に
差
が
つ
く
。

・
深
植
え
は
避
け
、
ク
ラ
ウ
ン
が
見
え
る

よ
う
に
す
る
。

・
定
植
前
は
、
植
穴
潅
水
を
十
分
に
行
う
。

・
苗
の
下
葉
整
理
を
し
、
病
害
虫
の
本
圃

へ
の
持
ち
込
み
を
抑
制
す
る
。

・
元
肥
は
定
植
10
日
前
ま
で
に
施
用
し
耕

起
す
る
。

・
潅
水
チ
ュ
ー
ブ
セ
ツ
ト
後
に
定
植
す
る
。

（
定
植
後
の
１
ヶ
月
間
は
、
ク
ラ
ウ
ン

部
が
湿
る
よ
う
に
管
理
し
て
活
着
促
進

を
図
る
）
。

定
植
後
の
管
理

・
活
着
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
葉
色
を
出
す
。

対
策
と
し
て
、
定
植
後
１
週
間
は
根
鉢

中
心
に
十
分
な
手
灌
水
を
行
い
、
ポ
ッ

ト
床
土
と
本
圃
を
な
じ
ま
せ
る
。
（
草

勢
が
つ
か
な
い
と
２
果
房
の
分
化
が
早

ま
る
。
芽
な
し
株
の
発
生
の
恐
れ
）

・
マ
ル
チ
張
り
は
、
定
植
14
日
後
か
ら
出

蕾
前
ま
で
に
行
う
。
張
っ
た
後
は
根
張

り
促
進
を
図
る
た
め
、
マ
ル
チ
の
す
そ

を
株
元
あ
た
り
ま
で
あ
げ
て
お
く
。

病
害
虫
の
管
理

　

炭
そ
病
・
う
ど
ん
こ
病
の
防
除
は
、
薬

剤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
遵
守
す
る
。

※
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
及
び
ダ
ニ
の
防
除
に

も
注
意
す
る
。

☆
生
姜

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

台
風
に
よ
る
激
し
い
降
雨
が
あ
る
と
芋

が
露
出
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
圃

場
の
状
態
を
適
時
確
認
い
た
だ
き
、
露
出

し
て
い
る
場
合
は
土
入
れ
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
や
根
茎
腐

敗
病
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

　

パ
ダ
ン
Ｓ
Ｇ
水
溶
剤　

１
５
０
０
倍

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和
剤

　
　
　

２
０
０
０
倍
～
４
０
０
０
倍

根
茎
腐
敗
病

　

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
粒
剤　

18
㎏
／
10
ａ

☆
栗

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

出
荷
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
出
荷
時

に
は
病
害
虫
果
の
混
入
に
十
分
注
意
す
る

と
と
も
に
、
Ｓ
果
・
裂
果
の
混
入
が
な
い

よ
う
に
選
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
栗
苗
木
申
込
み
を
受
付
け
て
い

ま
す
。
新
規
で
作
付
け
さ
れ
る
方
は
農
産

園
芸
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
年
度
も
苗
木
確
保
が
難
し
い
状

況
に
あ
る
た
め
、
ご
希
望
の
本
数
に
達
し

な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。　

☆
き
ん
か
ん

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

果
実
肥
大
期
に
は
、
５
～
７
日
間
隔
で

10
ｔ
／
10
ａ
程
度
の
灌
水
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
養
分
の
競
合
を
避
け
る
た
め
に

傷
果
や
新
梢
は
取
り
除
き
、
黒
点
病
の
防

除
と
し
て
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
の
散

布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
の
使

用
時
期
に
つ
い
て
は
収
穫
90
日
前
ま
で
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
９
月
末
ま
で
を
目
安

に
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

園
内
の
除
草
管
理
を
徹
底
し
、
ハ
ダ
ニ

の
発
生
に
も
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

☆
さ
と
い
も

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

収
穫
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。
特
に
疫
病

が
発
生
し
た
圃
場
の
里
芋
は
早
め
に
収
穫

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
収
穫
が
終

了
し
た
圃
場
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー

に
よ
る
残
渣
を
細
か
く
粉
砕
す
る
作
業
を

行
い
、
分
解
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

９
月
下
旬
よ
り
ほ
う
れ
ん
草
の
播
種
が

始
ま
り
ま
す
。
播
種
前
の
排
水
対
策
を

し
っ
か
り
行
い
、
水
が
た
ま
ら
な
い
よ
う

な
圃
場
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
播
種
直

後
は
除
草
剤
散
布
に
よ
る
雑
草
対
策
を
行

う
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
土

壌
が
過
乾
燥
気
味
だ
と
除
草
効
果
を
発
揮

し
づ
ら
い
の
で
、
あ
る
程
度
湿
り
気
が
あ

る
状
態
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

発
芽
後
の
立
ち
枯
れ
病
と
ハ
ス
モ
ン
ヨ

ト
ウ
の
被
害
に
注
意
し
管
理
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

☆
カ
ボ
チ
ャ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

雌
花
が
開
花
し
始
め
た
ら
確
実
な
着
果

を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
人
工
交
配
を
行
い

ま
し
ょ
う
（
雄
花
１
個
で
４
～
５
個
の
雌

花
に
受
粉
が
可
能
で
す
）
。
２
番
花
・
３

番
花
（
13
節
目
～
17
節
目
前
後
）
に
着
果

を
確
認
し
た
ら
、
１
番
果
を
摘
果
し
、
着

果
し
た
ら
実
の
大
き
さ
が
直
径
10
㎝
以
上

（
交
配
後
約
20
日
頃
）
に
な
る
ま
で
待
っ

て
か
ら
カ
ボ
チ
ャ
シ
ー
ト
を
敷
き
ま
し
ょ

う
。

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

10
月
に
入
る
と
定
植
の
時
期
に
な
る
の

で
今
月
の
内
に
本
圃
の
準
備
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
定
植
圃
場
は
必
ず
土
壌
消
毒
を

行
い
、
定
植
１
ゕ
月
前
に
は
堆
肥
を
入
れ
、

十
分
に
土
壌
と
混
和
し
ま
し
ょ
う
。

　

定
植
の
１
週
間
前
ま
で
に
は
畝
立
て
と

寒
冷
紗
の
被
覆
を
行
い
、
地
温
を
低
下
さ

せ
て
お
き
ま
す
。
ハ
ウ
ス
の
横
か
ら
日
が

差
し
込
む
場
合
は
サ
イ
ド
面
に
も
日
よ
け

を
作
る
と
良
い
で
す
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

８
月
の
台
風
と
高
温
の
影
響
に
よ
り
、

葉
枯
れ
や
草
勢
低
下
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

株
間
や
通
路
へ
の
置
き
肥
、
葉
面
散
布
を

行
い
草
勢
回
復
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
罹
病

葉
や
幼
果
段
階
で
の
奇
形
果
は
早
め
に
取

り
除
き
、
次
に
展
開
す
る
花
や
新
芽
に
切

り
替
え
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

病
害
虫
対
策
は
、
斑
点
病
や
斑
点
細
菌
、

カ
メ
ム
シ
や
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
中
心
の
防

除
を
行
い
、
収
量
・
品
質
維
持
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
出
荷
時
の
選
果
選
別
の
徹
底
も

引
き
続
き
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

毎
年
９
月
頃
か
ら
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
や

オ
オ
タ
バ
コ
ガ
等
の
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
の
で
、
捕
殺
と
早
期
防
除
を
徹
底
し
、

果
実
の
食
害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
交

信
か
く
乱
剤
で
あ
る
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｖ

が
未
設
置
で
被
害
の
多
い
方
は
、
１
０
０

本
／
10
ａ
を
目
安
に
し
て
早
急
に
設
置
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
秋
雨
の

影
響
で
ハ
ウ
ス
内
が
多
湿
状
態
に
な
る
と

黒
枯
れ
病
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
雨
水
の
ボ
タ
落
ち
が
あ
る
部

分
を
修
繕
し
て
、
し
っ
か
り
と
空
気
の
循

環
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

防
除
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
な
予
防
防

除
と
な
り
ま
す
が
、
発
病
し
て
し
ま
っ
た

葉
や
果
実
は
初
期
に
取
り
除
き
、
伝
染
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
こ
の
時
期

は
肥
料
切
れ
や
微
量
要
素
欠
乏
症
も
起
こ

し
や
す
い
の
で
、
草
勢
を
み
て
追
肥
や
葉

面
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

定
植
が
終
了
し
て
生
育
が
順
調
に
進
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
日
中
の
高
温

と
秋
雨
に
よ
っ
て
病
害
虫
の
発
生
が
多
く

な
り
ま
す
。
害
虫
に
つ
い
て
は
、
初
期
の

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
や
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
の
食

害
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
被
害
が
懸

念
さ
れ
る
圃
場
に
つ
い
て
は
、
定
植
後
の

出
来
れ
ば
降
雨
後
に
ア
ク
セ
ル
ベ
イ
ト
を

３
～
６
㎏
／
10
ａ
株
元
散
布
し
て
く
だ
さ

い
。　
　
　

　

病
害
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
銅
剤

中
心
の
予
防
散
布
に
な
り
ま
す
が
、
薬
害

発
生
の
低
減
と
安
定
し
た
薬
剤
効
果
を
求

め
る
観
点
か
ら
、
天
候
が
安
定
し
て
い
る

場
合
は
Ｚ
ボ
ル
ド
ー
な
ど
の
無
機
銅
剤
、

多
量
の
降
雨
が
続
く
場
合
は
ヨ
ネ
ポ
ン
水

和
剤
な
ど
の
有
機
銅
剤
を
使
用
す
る
な
ど

の
使
い
分
け
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

台
風
に
よ
る
大
雨
や
強
風
も
懸
念
さ
れ

ま
す
の
で
、
事
前
の
排
水
対
策
や
台
風
前

後
の
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
台
風
通
過

後
に
は
、
草
勢
回
復
の
た
め
に
尿
素
＋
鮮

緑
の
５
０
０
倍
液
を
葉
面
散
布
す
る
の
も

効
果
的
で
す
。

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

９
月
に
入
り
ま
し
た
の
で
、
中
旬
ご
ろ

（
最
高
気
温
が
25
℃
に
な
っ
た
頃
）
を
目

安
に
土
寄
せ
を
開
始
し
ま
す
。
そ
の
際
、

土
寄
せ
と
併
せ
て
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
粒
剤
を

散
布
し
て
だ
さ
い
（
軟
腐
病
対
策
）
。
オ

リ
ゼ
メ
ー
ト
粒
剤
は
、
所
定
量
の
薬
剤
を

株
元
に
散
布
し
た
後
土
寄
せ
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
台
風
の
発
生
、
病
害
も

発
生
し
や
す
い
環
境
と
な
り
ま
す
の
で
、

ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
、
ア
ミ
ス
タ
ー
20

フ
ロ
ア
ブ
ル
等
を
使
用
し
て
台
風
前
・
通

過
後
の
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
甘
藷

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

基
腐
病
対
策
と
し
て
Ｚ
ボ
ル
ド
ー

（
５
０
０
倍
液
）
の
散
布
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
基
腐
病
が
確
認
さ
れ
た
際
に
は
抜

き
取
り
を
行
っ
た
上
で
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ

ロ
ア
ブ
ル
（
２
０
０
０
倍
液
）
の
散
布
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
ヨ
ト
ウ
ム
シ
の
発
生
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
圃
場
内
で
確
認
し
た
場
合
は
、
ト

レ
ボ
ン
乳
剤
（
１
０
０
０
倍
）
や
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和
剤
（
２
０
０
０
～

６
０
０
０
倍
）
の
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

夕
立
や
台
風
に
よ
り
、
圃
場
内
に
水
が
溜

ま
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
排
水
対
策
を

し
っ
か
り
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

殺
菌
剤

　

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

　
　

希
釈
倍
数
：
２
０
０
０
倍

　
　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

　
　

散
布
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　
　

使
用
時
期
：
収
穫
14
日
前
ま
で

殺
虫
剤

　

ト
レ
ボ
ン
乳
剤

　
　

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
倍

　
　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

　
　

散
布
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　
　

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和
剤

　
　

希
釈
倍
率
：
２
０
０
０
～
６
０
０
０
倍

　
　

使
用
回
数
：
２
回
以
内

　
　

散
布
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　
　

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

総量 基肥 追肥

堆 肥 2,000 2,000 －

窒 素 20 12 8

リ ン 酸 25 17 8

加里 20 12 8



（14）令和５年９月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
加
工
用
大
根

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

播
種
時
期
を
迎
え
ま
す
の
で
圃
場
の
準

備
を
し
っ
か
り
と
行
な
い
ま
し
ょ
う
。
播

種
時
に
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
や
ネ
キ
リ
ム

シ
の
予
防
で
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
５
の
散

布
を
行
い
、
播
種
直
後
に
は
除
草
剤
（
ト

レ
フ
ァ
ノ
サ
イ
ド
乳
剤
ま
た
は
ラ
ッ
ソ
ー

乳
剤
）
の
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

台
風
等
の
激
し
い
降
雨
後
に
は
病
気
の
予

防
と
し
て
ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
の
散
布

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

殺
虫
剤

　

ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
５

　
　

使 

用 

量
：
６
㎏
／
10
ａ

　
　

使
用
方
法
：
作
条
土
壌
混
和

殺
菌
剤

　

ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０

　
　

釈 

倍 

率
：
１
０
０
０
倍

　
　

散
布
液
量
：１０

０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

除
草
剤

　

ト
レ
フ
ァ
ノ
サ
イ
ド
乳
剤

　
　

散
布
分
量
：

１
５
０
㎖
～
２
０
０
㎖
／
10
ａ

　
　

散
布
液
量
：
１
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

ラ
ッ
ソ
ー
乳
剤

　
　

散
布
分
量
：
１
５
０
㎖
／
10
ａ

　
　

散
布
液
量
：
１
０
０
Ｌ
／
10
ａ

☆
加
工
人
参

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

播
種
後
50
日
か
ら
60
日
以
内
に
青
首
防

止
を
兼
ね
て
土
寄
せ
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
生
長
点
が
埋
ま
っ
て
し
ま
わ
ぬ

よ
う
、
土
の
寄
せ
す
ぎ
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
引
き
続
き
排
水
対
策
は
し
っ
か

り
と
行
っ
て
下
さ
い
。

◎
園
芸
関
係
◎

営営
農
情
報

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
農
産
園
芸
課

（
☎
３
３

−

５
７
５
６
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

全国の相場情報を即時発信する
のは日本農業新聞だけ！

全国大手７卸の取引データか
ら相場指標を算出。
約 品目を取り扱い。

長年蓄積したデータを基に
した相場動向が見れる。
傾向分析や計画立案に活用。

午前中から取引結果を更新
時までに確定

スマホ･タブレット・ で見やすいデザイン

「お気に入り登録」で自分好みにカスタマイズ

キーワード･絞込み検索で見たいデータを簡単に取得

品目別の年次動向やランキングも見ることができる

アグリ市況 つのポイント

お申し込みは
こちらから

全国の主要市場の情報
を一度にチェック

価格や取引量の推移を
グラフで可視化

「 アグリ市況」で全国の相場がわかる
いつでも、どこでも、見やすく、簡単に、リニューアル

電 子 版
デジタルだからできる便利な機能

過去３０日分の記事検索が可能

クリップ機能で気になる記事を保存

紙面ビューアー搭載

紙面を丸ごと印刷できる

￥ 紙版より２２０円安い（月額２ ４０３円）

電子版なら
ワンクリックで

アクセス

日本農業新聞をご購読の方は、 アグリ市況を無料で
ご利用いただけます。
※電子版読者はそのまま利用できます。
※紙版読者は、初回の無料会員登録と紙面に記載されている閲覧コードの入力が必要となります。

アグリ市況は
こちらから

農業用廃プラスチック集積日
農業用廃プラスチックは

決められた収集日に出してください
○ポリフィルム類○
　集積場所　えびの市一般廃棄物最終処分場
　時　　間　午前９時～午後４時
　集　積　日　９月１９日（火）
※ビニールとポリマルチは混ぜないよう注意してください
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営農情報◎担い手支援関係◎

稲刈り作業の申込み受付中です！
いよいよ『実りの秋』が近づいてまいりました！
（株）ＪＡアグリランド田の神さぁでは稲刈り作業の申し込みを受け付
けています。お気軽にご相談ください。
　稲刈りシーズン直前でのお申し込みについてはお受けできない場
合があります。早めのご相談をお願いします。また、天候によって予
定通り作業が行えない場合がございますので、ご了承ください。

○作業料金は「令和５年度　ＪＡえびの市農業機械銀行農作業料金表」に準じ
ます。
※稲刈り作業等、作業料金に変更があります。ご不明な点がありましたら、ア
グリランド田の神さぁ（☎３３－０１１１）までお気軽にお尋ねください。
○稲わら作業（反転集草・梱包）、畦塗り、堆肥散布等についても随時受け付
けています。

お申し込みは
　（株）ＪＡアグリランド田の神さぁ（☎３３−０１１１）またはＪＡの各事業所まで

― 丁寧な作業をお約束 ―

（株）ＪＡアグリランド田の神さぁ
えびの市大字原田２２０６番地（旧ＪＡ飯野駅前農業倉庫事務所跡）
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☆
水
稲

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

１
．
管
理

　

こ
れ
か
ら
の
管
理
は
、
登
熟
歩
合
と

千
粒
重
を
高
め
る
重
要
な
時
期
で
す
。

適
度
な
水
管
理
に
よ
っ
て
葉
の
枯
れ
あ

が
り
を
少
な
く
す
る
た
め
に
根
の
活
力

を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

湿
田
な
ど
や
用
水
の
関
係
で
の
や
む
を

得
な
い
と
こ
ろ
を
除
い
て
収
穫
前
の
５

～
７
日
前
ま
で
は
間
断
灌
水
（
３
日
水

入
れ
て
、
１
日
落
と
す
な
ど
）
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
水
田
に
湿
り
気
の
あ
る
飽
水

管
理
（
足
跡
に
水
が
残
る
程
度
の
状
態
）

で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分
な
管

理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
．
病
害
虫

　

重
点
防
除
の
時
期
も
過
ぎ
ま
し
た
が
、

最
後
ま
で
油
断
せ
ず
、
こ
ま
め
に
圃
場

を
確
認
し
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
は

後
述
の
臨
機
防
除
を
判
断
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

10
月
に
入
っ
て
か
ら
刈
り
取
り
が
始

ま
れ
ば
、
ド
リ
フ
ト
の
リ
ス
ク
か
ら
自

分
の
収
穫
日
ま
で
日
数
が
あ
っ
た
と
し

て
も
原
則
、
農
薬
散
布
は
で
き
ま
せ
ん
。

自
分
の
収
穫
時
期
だ
け
で
な
く
周
辺
の

収
穫
時
期
も
考
慮
し
た
防
除
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
い
も
ち
病

　

葉
に
感
染
し
た
い
も
ち
病
が
穂
へ
と

感
染
（
穂
い
も
ち
）
し
、
収
量
に
大
き

な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

十
分
注
意
し
、
被
害
が
大
き
く
な
る
前

に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

○
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
（
秋
ウ
ン
カ
）

　

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
株
元
に
生
息
し
、

稲
の
茎
か
ら
吸
汁
し
ま
す
。
ま
た
、
同

じ
場
所
で
世
代
を
繰
り
返
す
こ
と
で
爆

発
的
に
頭
数
が
増
加
し
、
坪
枯
れ
を
引

き
起
こ
す
た
め
、
最
後
ま
で
注
意
が
必

要
で
す
。

○
カ
メ
ム
シ
類

　

カ
メ
ム
シ
が
吸
汁
し
た
米
は
斑
点
米

と
な
り
、
農
産
物
検
査
時
に
混
入
す
る

と
等
級
格
下
げ
の
要
因
に
な
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。

臨
機
防
除

ブ
レ
ー
ド
ス
タ
ー
ク
ル
粉
剤
Ｄ
Ｌ

　

対　
　

象
：
い
も
ち
病
・
ウ
ン
カ
類
・

　
　
　
　
　

カ
メ
ム
シ
類

　

散 

布 

量
：
３
～
４
㎏
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
前
７
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
２
回
以
内

３
．
適
期
収
穫

　

収
穫
時
期
の
判
断
が
米
の
品
質
、
食

味
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
圃
場
ご
と

の
出
穂
期
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
の
天
候
（
気
温
）
に
よ
っ
て
は
登

熟
日
数
が
変
動
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
①
～
③
を
目
安
に
総
合
的
に
判

断
し
ま
し
ょ
う
。

〈
収
穫
適
期
を
判
断
す
る
目
安
〉

①
出
穂
後
の
日
数
で
判
断

　

出
穂
後　

約
40
～
45
日

②
出
穂
後
の
積
算
気
温
で
判
断

　

９
５
０
℃
～
１
０
５
０
℃
（
出
穂
期

以
降
の
１
日
の
平
均
気
温
を
積
算
し

た
温
度
）

③
籾
の
黄
化
程
度
で
判
断

　

全
籾
数
の
約
80
％
が
黄
化
し
た
時
期

　

稲
刈
り
前
に
乾
燥
施
設
に
連
絡
し
、

受
入
れ
可
能
か
ど
う
か
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

収
穫
後
に
生
籾
の
ま
ま
滞
貨
さ
せ
る

と
ム
レ
米
（
ヤ
ケ
米
）
が
発
生
す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
、
品
質
に
影
響
が
出

ま
す
の
で
、
速
や
か
に
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

や
籾
摺
り
業
者
等
に
搬
入
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
品
種
名
を
し
っ
か
り
伝
え
る
な

ど
の
対
応
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

☆
栽
培
管
理
記
録
簿
の
提
出

　

今
年
も
、
米
の
栽
培
管
理
記
録
簿
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
米
の
要

件
と
し
て
栽
培
管
理
記
録
簿
の
提
出

は
不
可
欠
で
す
。
必
要
事
項
の
記
帳
を

し
、
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
提
出
は
、

各
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
出
荷
時
）、
も
し

く
は
各
支
店
・
各
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
お
願
い
し
ま
す
。

☆
そ
ば

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

圃
場
の
排
水
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

そ
ば
は
生
育
が
早
く
、
雑
草
を
抑
え

る
力
が
比
較
的
強
い
品
目
で
す
が
、
条

播
栽
培
で
は
生
育
初
期
に
畝
間
の
雑
草

が
問
題
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
中

耕
し
ま
す
。

　

倒
伏
防
止
の
た
め
、
開
花
始
め
の
培

土
が
効
果
的
で
す
。
年
柄
に
よ
っ
て
は

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
な
ど
の
害
虫
類
の
発

生
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
使
用
で
き
る
登

録
農
薬
（
※
除
草
剤
を
含
む
）
が
非
常

に
少
な
い
品
目
で
す
の
で
、
農
薬
使
用

の
際
は
農
産
園
芸
課
ま
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

☆
大
豆

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

９
月
は
開
花
期
を
終
え
て
着
莢
期
か

ら
子
実
肥
大
期
と
な
り
ま
す
。
ま
た
対

象
病
害
虫
の
防
除
時
期
と
な
り
ま
す
。

使
用
す
る
薬
剤
の
ラ
ベ
ル
を
よ
く
確
認

し
、
用
法
・
容
量
を
守
っ
て
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

カ
メ
ム
シ

　

ト
レ
ボ
ン
乳
剤

　

希
釈
倍
数 

１
０
０
０
倍

　

使
用
液
量 

１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期 

収
穫
14
日
前
ま
で

　

使
用
回
数 

２
回
以
内

紫
斑
病

　

ア
ミ
ス
タ
ー
２
０
フ
ロ
ア
ブ
ル

　

希
釈
倍
数 

２
０
０
０
～
３
０
０
０
倍

　

使
用
液
量 

１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期 

収
穫
７
日
前
ま
で

　

使
用
回
数 

２
回
以
内

※
展
着
剤
は
ク
ミ
テ
ン
（
浸
透
性
の
な

い
も
の
）
等
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

浸
透
性
を
高
め
る
も
の
（
ス
カ
ッ
シ
ュ

等
）
は
薬
害
を
生
じ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◎
農
産
関
係
◎

営
農
情
報
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収穫前に必ず雑草の除去をお願いします!!

収穫前の圃場管理と乾燥調製機械の点検を実施しましょう

雑草名：クサネム

雑草名：タイヌビエ

　近年、農産物検査時に「雑草種
子」の混入が見受けられます。
　雑草種子が混入すると、品質低下
による等級格下げになるだけはなく、
その産地の信用失墜を招きます。
　選別機に頼るのではなく、
目視した場合は事前に抜き取
りを行いましょう。

　令和元年産の玄米に「異物混入」が散見されました。米の収穫・出荷前に、圃場管理と乾燥調
製機器の整備をしましょう。

雑草の種子混入
・令和元年産、令和２年産米に雑草種子の混
入を確認
・雑草名＝クサネム　　玄米とほぼ同じ大き
さで、１.８㎜の網目でも選別されず混入
・精米時に、色彩選別機を「感度＝強」にし
て選別しなければ精米に混入する恐れあり

乾燥調製機器の整備清掃
・取引先へ玄米（紙袋）で販売を行ったが、
異物混入があり返品
・清掃不足によるゴミ等の混入
・また、昇降機下部の吹き溜まりに過年経過
の籾殻の固着が製品玄米へ混入

　製品玄米への異物混入は、産地ブランドの信用失墜となります。圃場管理および乾燥調製機器
の清掃は必ず行い、産地ブランドの更なる向上に皆で努めましょう。
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

お申し込み・お問い合わせ先

（株）ジェイエイえびの市葬祭　☎35－0727（代）
プリエール加久藤会館・プリエール飯野会館

プリエール「あんしんの会」会員募集中
⑴　会員の条件　　加入金を納付された方
⑵　加入金は　　　①　ＪＡえびの市の組合員の方は 2,000 円といたします。
　　　　　　　　　②　一般利用者は 3,000 円とし、加入金のうち 1,000 円はＪＡえびの市への出
　　　　　　　　　　資金といたします。
　　　　　　　　　③　会員自身の葬儀の場合は、加入金の 2,000 円を葬儀費用に充てるものとし、
　　　　　　　　　　会員資格を喪失いたします。
⑶　プリエール会員の特典

　祭壇価格（税抜）の１０％をＪＡえびの市葬祭の決算期にお返しいたします。
　葬儀の申込みがあり葬儀が重なった際に日延べの相談をさせていただきますが、調整ができずに止む
無く他の葬儀場で葬儀をされた会員に対しても、同様に祭壇価格平均（税抜）の１０％をお返しする対
応とさせていただきます。

⑷　利用者特典の範囲は
　特典を受けられる親族の範囲は、両親、配偶者、子供とします。

※お葬式の不安・疑問に、専門のスタッフがお答えし、解決いたします。
※家族葬のご相談も承ります。

葬 儀 相 談 会 開 催 中
両 親 配偶者会員本人

子 供

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。 えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727 ㈹

葬儀社社員 大募集！！
㈱ジェイエイえびの市葬祭では、正社員を募集しています。
賃金は？仕事内容は？職場環境は？などなど気になることは
なんでも！お尋ねください。（電話・リモートでも質問を受け付けます）
　　　　　　㈱ジェイエイえびの市葬祭　☎ 0984-35-0727 ㈹ ja-ebino.com
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さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

十
五
夜
に
飾
る
植
物

2　

帰
り
道
の
こ
と

3　

葉
は
コ
ア
ラ
の
餌
に
な
り

ま
す

4　

2
の
3
―
―
は
6

5　

必
要
以
上
に
子
ど
も
を
甘

や
か
す
こ
と

8　

羹
（
あ
つ
も
の
）
に
懲
り

て
―
―
を
吹
く

10　

発
車
―
―
の
新
幹
線
に
な

ん
と
か
乗
り
込
ん
だ

12　

奈
良
や
和
歌
山
が
あ
る
地

域

13　

漢
字
で
書
く
と
竜
胆
。
青

紫
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す

14　

台
風
―
―
、
よ
く
晴
れ
た

ね

16　

吉
永
小
百
合
さ
ん
の
場
合

は
サ
ユ
リ
ス
ト

18　

㎖
、
㎎
の
「
ｍ
」

20　

お
金
を
借
り
る
と
付
く
こ

と
も

★
タ
テ
の
カ
ギ

1　

ボ
ン
ベ
を
担
い
で
―
―
ダ

イ
ビ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ

6　

ア
ン
ダ
ー
―
―
の
左
腕
投

手

7　

収
穫
期
の
田
ん
ぼ
で
金
色

に
輝
き
ま
す

9　

陶
磁
器
は
こ
の
中
で
焼
き

上
げ
ら
れ
ま
す

11　

―
―
に
敬
老
の
日
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た

12　
「
ギ
ィ
ー
、
チ
ョ
ン
」
と
鳴

く
虫

14　

陽
（
よ
う
）
の
反
対
語

15　

汁
物
を
よ
そ
う
食
器
の
1

つ

17　

十
五
夜
に
楽
し
む
も
の

19　

ピ
ラ
フ
に
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー

ス
を
か
け
て
焼
い
た
も
の

21　

父
と
母
の
こ
と

８
月
号
の
当
選
者

８
月
号
の
答
え
は「
サ
ー
フ
イ

ン
」で
し
た
。正
解
者
18
人
の
中

か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。(

敬
称
略)

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
山　

口　

清　

子（
飯　

野
）

▽
小　

川　

み
ゆ
子（
飯　

野
）

▽
黒　

川　

ユ
リ
子（
飯　

野
）

▽
児　

玉　

ま
ゆ
み（
加
久
藤
）

▽
若　

松　

イ
ミ
子（
加
久
藤
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｄ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切　

９
月
20
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
10
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
え
び
の
市　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
ご
ま
あ
え
の
素
と
塩
こ
う

じ
パ
ウ
ダ
ー
の
セ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

エーコープ
「ごまあえの素」
「塩こうじパウダー」

2点セット!!

3年 5年 固定金利も

お取り扱いしています

最大で
年0.45％

引下げ

年1.10％

年1.55％

【固定変動選択型】
10年固定金利

がん 脳卒中
急性心筋梗塞

死亡・後遺障害保障に加え
所定の状態と診断されたら

住宅ローン
残高が 0円に

対象住宅ローンの金利に

＋年0.06％上乗せでOK！
※実際の融資金利はお近くのＪＡ窓口までおたずねください

令和5年2月1日(水)～令和6年1月31日(水)取扱
期間三大疾病保障付

ＪＡ住宅ローン サポート３

お問い合わせは
融資センター 35-1212
本店金融課 33-3103

＋

1.16％
合わせて



（20）令和５年９月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和５年９月５日発行 （20）

広
報
Ｊ
Ａ
え
び
の

〈
発
行
〉
〒
889-4311　

宮
崎
県
え
び
の
市
大
字
大
明
司
1061-1　

え
び
の
市
農
業
協
同
組
合
　
　
　
　
　
　
　
〈
編
集
〉
総
務
課
　
　
令
和
５
年
９
月
５
日
発
行

行　　事　　予　　定
令和５年９月１１日～令和５年１０月１０日

　

８
月
２
日
、
８
月
28
日
、
本
店
で
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
す
べ
て
の
審
議
事

項
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
２
日

◉
審
議
事
項
◉

■
合
併
（
合
併
契
約
の
締
結
）
に
つ
い

て 

■
合
併
臨
時
総
会
の
開
催
並
び
に
提
出

議
案
と
議
決
権
行
使
書
の
取
扱
い
に

つ
い
て

■
合
併
臨
時
総
会
資
料
（
各
議
案
の
内

容
）
に
つ
い
て

８
月
28
日

◉
審
議
事
項
◉

■
ア
グ
リ
マ
イ
テ
ィ
ー
資
金
の
融
資
に

つ
い
て

■
令
和
５
年
度
第
２
四
半
期
事
業
実
績

検
討
に
つ
い
て 

■
青
年
等
就
農
資
金
の
借
入
と
融
資
に

つ
い
て 

■
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
更
新
に
つ
い

て
◉
報
告
事
項
◉

■
大
口
与
信
先
上
位
30
先
に
つ
い
て

■
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
に
か
か
る
県
下
統

一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画
の
金
利
お
よ

び
優
遇
条
件
の
設
定
に
つ
い
て

■
包
括
承
認
さ
れ
た
利
益
相
反
取
引
後

の
報
告
に
つ
い
て 

■
令
和
５
年
度
上
半
期
に
お
け
る
組
合

員
の
加
入･

脱
退
の
状
況
に
つ
い
て 

■
Ｍ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
屋
根
改
修
工
事
の
入

札
結
果
に
つ
い
て 

■
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て 

■
令
和
５
年
７
月
ま
で
に
実
施
し
た
内

部
監
査
報
告
に
つ
い
て 

■
相
談
・
苦
情
等
対
応
状
況
報
告
に
つ

い
て 

■
令
和
５
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
実

施
計
画
の
取
組
状
況
に
つ
い
て 

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ニ
ュ
ー
ス
に
つ

い
て 

■
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
田
の
神
さ
ぁ

の
令
和
５
年
度
第
２
四
半
期
事
業
実

績
に
つ
い
て

■
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
え
び
の
市
葬
祭
の
令

和
５
年
度
第
２
四
半
期
事
業
実
績
に

つ
い
て

理
事
会
報
告

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

９

11 月 ふれあい日
郡子牛品評会

13 水 ＪＡ－ＳＳ感謝セール
14 木 畜産共進会西諸決選（枝肉の部）
16 土 令和６年度職員採用試験
17 日 子牛セリ市（～１９日）

18 月 敬老の日
ＪＡ休業日（集荷所は営業します）

19 火 廃プラ集積日（ポリフィルム）
20 水 県下一斉消毒の日
21 木 オーツヘイ即売会
22 金 ＢＬ採血

23 土
秋分の日
ＪＡ休業日（集荷場は営業します）
成牛セリ市（妊娠牛）

26 火 道の駅えびの休館日
耳標装着（～２７日）

27 水 相続無料相談会

28 木 ＪＡ主催子牛品評会
ＢＬ採血申込締切（１２月セリ市分）

29 金 成牛セリ市（妊娠牛）

10

1 日 ＭＣ営業
3 火 ＪＡ－ＳＳ感謝セール
5 木 宮崎県畜産共進会（西諸）種牛の部
8 日 ＭＣ営業

9 月
スポーツの日
成牛セリ市（妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴ
セリ市）

10 火 ふれあい日
郡子牛品評会

ＪＡ休業日のお知らせ
９月１８日（月） 敬老の日

（ＪＡの全部門が休業します）

９月２３日（土） 秋分の日
（ＪＡの全部門が休業します）
野菜集荷場と道の駅えびのは

両日営業します。


